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12 16

○ 13 1 1 19

○ 14 1 2 26

15 ○ 36 6 4 2 12 2 6 1 2 3 1

16 ◎ 38 20 6 9 11 2 5 1 3 13

17 39

18 ◎ 41 3 1 5 1 3

合計 74 9 37 18 43 11 11 17 13 33 5 合計 69 2 29 26 56 11 21 12 12 36 4
◎：スターター　／　○：出場　／　3P：3点シュート　／　2P：2点シュート　／　FT：フリースロー　／　F：パーソナルファウル
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神奈川 23 17 東京

東海大相模 18 18 八王子学園21 16

選手名S No 選手名
得
点

3P 2P FT

中山　克則（茨城） 若林　謙作（栃木） 小林　大輝（茨城）

田中　龍之介 平原　侑真

多田　一甲 ﾝｼﾞｬｲ　ﾊﾟﾌﾟ　ﾝﾃﾞﾘ　ｾｸ

森野　陽斗 十返　翔里

アシ
スト

佐藤　清春 斉藤　志音

東明　一心 佐藤　大愛

白銀　雄剛 照井　昇太朗

得
点

3P 2P FT
F

リバウンド
F

リバウンド アシ
スト S No

飯塚　鉄平 新道　滉雅

高島　舜弥 加地　唯人

ジェイコブス　大 横山　秀

芝山　和哉 畠山　颯大

和田　悠汰 堀澤　希望

齋藤　隆大 小清水　寛太

コーチ 原田 政和 コーチ 伊東　純希

中原　翔星 笠木　憂生

二本木　新 曽根　跳也

平川　恭佑 石田　悠斗

戦　　　評 　　記入者 ： 大山　洸貴

　Aブロック1回戦、東海大学附属相模（以下、相模）対八王子学園八王子（以下、八王子）。
　第1Q、相模がオールコートマンツーマンディフェンス、八王子ハーフコートマンツーマンディフェンスでスタートする。試合開始直後相模#9森野が体を張ったディフェンス
から相手のボールを奪い、ファストブレイク。ファールを受けフリースローから初得点する。その後も、相模はオールコートでの積極的なディフェンスからアップテンポな試
合展開で流れを作った。しかし、相模#9森野がファウルトラブルでベンチに下がると、マッチアップが変わった八王子#12十返が果敢にペイントアタック。持ち前の高さを活
かし徐々に手繰り寄せていく。また、相模の高確率のアウトサイドシュートに対して八王子は2－3ゾーンディフェンスを展開。相模のスコアはぴたりと止まり、第1Qは12－
18で終了。
　第2Qに入ると、両チームとも守り方に変化を加え、相模はオールコート2－2－1ディフェンス、八王子はオールコート1－2－2ディフェンスでスタート。相模は第1Q中盤か
ら約7分間得点できない時間が続いていたが、活路をリバウンドに見出し、#7田中がオフェンスリバウンドから得点。そこからは第1Qでお互いの特徴を掴んだ両チームと
も一歩も譲らない一進一退の攻防を展開。30－36で折り返す。
　第3Q、何としてもゲームをひっくり返したい相模はオールコートマンツーマンでプレッシャーをかる。八王子はそれに対してゴール下での２Pを連続して外してしまう。その
間に相模は#4佐藤がドリブルでプッシュし得意のファストブレイクで0－6のランを魅せ、試合をイーブンに戻した。流れを切りたい八王子、残り6分30秒でタイムアウト。タイ
ムアウト後、八王子#12十返が負傷で交代するアクシデントがあったものの、互いに流れに乗らせず、得点を伸ばしていき51－52で第3Q終了し、勝負は最終クウォーター
へ。
　第4Q、八王子の背中を射程圏内にとらえた相模は#４佐藤のプッシュと、#５東明の3Pでついに試合の主導権を握る。八王子も負けじと#36横山のバスケットカウントや
#38笠木の2Pで繋ぐ。残り5分相模#8多田がオフェンスリバウンドから2Pを決めると八王子はこれに対してタイムアウト。立て直しを図りシーソーゲームが加速していく中、
残り1分30秒、相模#４佐藤、#５東明が勝負を決める連続3Pを沈める。その後八王子はエース#12十返をコートに戻すもファンブルからアンスポーツマンライクファールを
犯してしまう。最後まで懸命にディフェンスから逆転を狙う八王子であったが、相模が最後まで落ち着いてプレー。7４－69で相模が勝利した。
八王子に高さで劣っていた相模がディフェンスと、献身性で掴み取った勝利であろう。
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